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さて、問題です。表題の「夢」という字に隠
された文字は何でしょう？
そう、「ありがとう」という字です。産山学園
の皆さんには、私がいつも話す「才能より人
格」と同じく「ありがとう」という言葉をいっ
ぱい、いっぱい使ってほしいと思います。あ
いさつと同じく、何度使ってもいいのです。
「ありがとう」と声をかけられて、いやな思い
をすることってあまりありませんよね。
学校は年度途中ですが、やはり新しい年
への思いは、大切にしたいものです。このコ
ロナ禍が余計にその気持ちをあおります。
９年生にとって進路選択という厳しい道が
待っています。これも私の経験なのですが、
私の中学時代にお世話になった先生が「人
生には、いつも道が二つある。楽な道と厳し
い道が。厳しい道を選びなさい。あなたを
きっと大きくするから」といつも年賀状に書
いてくださいました。それからいつも自分は
できるだけ厳しい道を選んできたように思
います。９年生にはつらいこともあるでしょう
が、つらい経験はあなたを強くします。幸せ
な人生につながります。

がんばれ！応援しています。
さあ、令和３年、２０２１年はもうすぐです。
新しいＡＬＴの先生も来られました。この新し
い出会いが皆さんの人生にどんな好機をも
たらすのでしょう？ワクワクします。みなさん
「よいお年をお迎えください。」 村上 拝
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厳しい世の中（コロナ禍）
の動きに、ともに耐えた
一年でしたね。みんな、
よくがんばりました！
今年度の学園生スローガンは、「ＯＮＥ
ＴＥＡＭ」～互いに認め合い全員でつくる
学園～です。
１２月は、村の人権集会や生徒会選挙な
どがあり、「思いやりいっぱいの村（学園）
にしたい」「元気な声や笑顔がたえない明
るい学園にしたい」という、学園生スローガ
ンの実現に向けた言葉をたくさん聴くこと
ができました。

＜生徒会選挙・立合演説の様子＞

確かに、今年は、コロナ禍で大変厳しい
年ではありましたが、だからこそ気付けた
こともあったのではないでしょうか。
「命の尊さ」 「家族の大切さ」
「差別や偏見を許さない心」
「（医療従事者の方々等への）感謝の気持ち」
「熊本地震や豪雨災害からの復興を通して
身に付けたたくましさ」 などです。
学園生、保護者・地域・行政の皆様、先生
たち・・・本当に、産山村が一つのチームに
なって、一年間、がまんして、協力して、支
え合ってきました。みんなよくがんばった一
年だったと、心からそう思います。
最後に、よい年越しをするために、冬休み
のポイントを２点紹介します！
①「安全・安心」
学校も家も感染防止対策は基本的に同
じ！気をゆるめすぎないように！
②「家族」
例年よりも家族とともに過ごす時間が増
えると思います。ゲームばかりせず、家族と
の思い出をたくさんつくってください！
それでは、一年間、本当にお疲れ様でし
た🐭令和３年１月８日（金）に、みんな笑顔
で会いましょう🐮 今村 拝


